
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

到達目標
D

英語で質問に答える能力
を持ち、簡単な対話がで

きる能力を示す

英語で質問に答える能力
を持ち、基本的な対話が

できる能力を持つ

英語で簡単な質問に答え
たり、基本的な対話がで

きる能力を示す

英語での質問に答える能
力や対話力に一部課題が
あり、適切なコミュニ

ケーションが限定的な場
合がある

ふつう あと少し

基本的な品詞や単語につ
いて基本的な理解があ

り、簡単な文脈での使用
ができる能力を示す

基本的な品詞や単語に関
して理解が限定的であ

り、文脈に合った使用が
難しい場合がある

基本的な品詞や単語の理
解が不十分であり、適切
な使用がほとんどできな

い場合が多い

英語を聞いたり話したり
する際に、基本的なコ

ミュニケーションが可能
な能力を示す

英語のリスニングやス
ピーキングに一部課題が
あり、基本的なコミュニ
ケーションが限定的な場

合がある

英語のリスニングやス
ピーキングが不足してお
り、基本的なコミュニ

ケーションがほとんどで
きない場合が多い

優れている よい

到達目標
A

英語の基本的な品詞や単
語を適切に理解し、文脈
に応じて使用できる能力

を示す

基本的な品詞や単語の理
解があり、文脈に合った
使用ができる能力を持つ

英語のリスニングおよび
スピーキングスキルにお
いて、基本的なコミュニ

ケーションが可能

英語のリスニングおよび
スピーキングスキルにお
いて、基本的なコミュニ
ケーションが取れる能力

を持つ

到達目標
B

到達目標
C

英語のテキストを読み、
基本的な文法ルールを理
解し、内容を把握できる

能力を示す

英語のテキストを読み、
基本的な文法ルールを理
解し、内容を理解する能

力を持つ

英語のテキストを読み、
基本的な文法ルールを理
解し、簡単な内容を把握

できる能力を示す

科目名 英語基礎２ 年度 2025

English Basics 2 学期 後期

単位数 2 種別※ 講義

英語科目名

学科・学年 情報ビジネス科  1年次 必／選 選 時間数 30

担当教員 会田　美佳 教員の実務経験 有 実務経験の職種 講師

【科目の目的】

この科目の目的は、学生が英語の基礎的な品詞や単語から始まり、英語を聞いたり話したりする楽しみを通じて、英
語の基礎力を向上させることです。学生は相手の話す内容を理解し、英語で質問に答える能力を身につけることを目
指します。

【科目の概要】

この科目では、英語の基本的な品詞や単語を学びながら、英語を聞くことや話すことを通じて英語力を伸ばします。
学生は日常的なトピックに基づいてコミュニケーションを行い、自信をつけながら英語の基礎を確立していきます。

【到達目標】

基本的な品詞と単語
聴解と会話能力
読解と文法理解
コミュニケーション力
自己表現と自信

【授業の注意点】

毎回違う内容を学習するため遅刻・欠席をすると不明点が出てくる可能性があるので、理由のない遅刻・欠席はしな
いこと。授業中の私語や受講態度には厳しく対応する。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力

英語での質問に答える能
力や対話力が不足してお
り、適切なコミュニケー
ションがほとんどできな

い場合が多い

到達目標
E

英語のテキストを読み、
文法理解や内容の把握に
一部課題があり、理解が

限定的な場合がある

英語のテキストを読み、
文法理解や内容の把握が
不足しており、適切な理
解がほとんどできない場

合が多い

英語を使っての自己表現
や意見の表現が不足して
おり、自信を持ってコ

ミュニケーションするこ
とがほとんどできない場

合が多い

【教科書】

【参考資料】

資料を配布する

【成績の評価方法・評価基準】

試験・課題　40%　授業内容の理解度を確認するために実施する
平常点　　　60%　積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

英語を使って自分の考え
や意見を適切に表現し、
自信を持ってコミュニ

ケーションする能力を示
す

英語を使って自分の考え
や意見を表現し、自信を
持ってコミュニケーショ

ンする能力を持つ

英語を使って自分の考え
や意見を簡潔に表現し、
自信を持ってコミュニ

ケーションする能力を示
す

英語を使って考えや意見
を表現する能力に一部課
題があり、自信を持って
コミュニケーションする
ことが難しい場合がある
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自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

3
基本的な品詞と文

法
基本的な品詞と文法概念

の学習

4

科目名 英語基礎２

2
アルファベットと

発音

数字と基本的な表
現

数字や基本的な表現の習
得

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1 英語学習の導入
英語学習の重要性と基本
的な学習アプローチの理

解
学習法の紹介

2025

学期

授業内容

英語学習の目的

３

基本的な発音ガイド

名詞、動詞、形容詞、基
本文法ルール

単語の分類と基本的な文法の理解

３

アルファベットの学習と
英語の基本的な発音ルー

ルの理解

アルファベットの音声と
表記

アルファベットの認識と正しい発音の実践

３

３

日常生活の表現
日常生活でよく使われる

表現の学習

リアルな会話の構築と相手とのコミュニケーション

5

現在形の動詞

年度

6 質問と回答の基本
質問と回答の基本的な形

式を学ぶ

7
現在形の動詞と継

続動詞
現在形の動詞と継続動詞

の活用法を学ぶ

動詞や形容詞の修飾と頻度の表現

8
過去形の動詞と過

去の出来事
過去形の動詞と過去の出

来事の表現を学ぶ

過去の行動や出来事の表現と過去形の活用過去形の動詞

過去の出来事に関する表
現

３

３

３

３

自己紹介の練習

将来の行動や予定の表現と未来形の活用未来形の動詞

予定や意向の表現

聞く力と読む力の向上

副詞の種類

頻度副詞の表現

複数のトピックに関する
会話の練習

14

副詞と頻度副詞
副詞と頻度副詞の使い方

を学ぶ
9

10
未来形の動詞と予

定
未来形の動詞と予定の表

現を学ぶ

11 日常会話の実践
日常会話の実践を通じて

表現力を向上させる

12
アクティブリスニ
ングとリーディン

グ

アクティブリスニングと
リーディングのスキルを

養う

13 簡単な会話の構築
以前の内容を組み合わせ
て簡単な会話を構築する

日常の状況に基づく会話
の練習

短いリスニングと読解練
習

自己紹介とプレゼ
ンテーション

自己紹介と簡単なプレゼ
ンテーションのスキルを

学ぶ

今までの学習の振り返り

自己評価

次のステップの考慮

学習の成果をまとめて発表し

簡単なトピックのプレゼ
ンテーション

３

次のステップを考えるスキル

複数の表現を組み合わせた会話のスキル

自己紹介と簡単な話題のプレゼンテーションスキル

３

３

15
成果発表と振り返

り
これまでの学習成果を発

表し、振り返る

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

日常生活に関する簡単な会話の構築

Yes/No質問

英語学習への意欲養成

３

基本的な学習戦略の理解

数の表現

挨拶

自己紹介

日常の活動や状況に関す
る表現

３

継続動詞の活用と文法

Wh-質問と回答

数字や基本的な会話表現の使用

３

３

質問をすることとそれに対する回答の練習

現在の状態や行動の表現と継続動詞の理解


